　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式４）
[bookmark: _GoBack]広島国際会議場の管理運営に関する事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　※行数が不足する場合は、貴団体で行数を増やしても差し支えありません。
	１　市民の平等利用を確保することができること。

	⑴　市民の平等・公平利用を確保するための明確な考え方を示した上で、受付方法や利用について平等な取扱いをするための具体的方策等について記入してください。
ア　考え方





イ　具体的方策





⑵　条例で掲げている使用・入場の制限に該当する要件及び該当要件に当たる場合の対応方法を具体的に記入してください。
ア　使用・入場の制限に該当する具体的要件





イ　具体的な対応方法





⑶　障害者や高齢者などの施設利用に当たっての合理的配慮について明確な考え方を示した上で、受付方法や利用についての具体的方策等について記入してください。
ア　考え方





イ　具体的方策






	２　施設効用が最大限に発揮されること。

	⑴　施設の設置目的を効果的に達成するための運営方針について記入してください。





⑵　利用促進策について、平和記念公園という立地条件を生かした提案や空き室の有効活用になる提案などを含めた具体的な提案、本市が設定した基準値の達成を可能にする根拠を記入してください。





⑶　利用者に対するサービスの向上について記入してください。
ア　具体的方策について記入してください（休館日や開館時間の変更等についての提案を含む。）。





イ　職員の接遇の向上を図るための方策を記入してください。





⑷　当該施設は利用料金制を採用します。
ア　利用料金設定の基本的な考え方（それぞれの利用料金の設定と妥当性について）





イ　具体的な利用料金の額を提案してください（広島国際会議場条例に規定する金額の範囲内であること。）。
(ｱ)　施設
a　大ホール及びリハーサル室
	区分
	金額
	超過金額
(30分までごとに)

	
	午前
(午前9時から正午まで)
	午後
(午後1時から午後4時まで)
	夜間
(午後5時から午後9時まで)
	午前午後
(午前9時から午後4時まで)
	午後夜間
(午後1時から午後9時まで)
	1日
(午前9時から午後9時まで)
	午前8時から午前9時までの時間
	正午から午後1時までの時間
	その他の時間

	大ホール
	平日
	円

	円

	円

	円

	円

	円

	円

	円

	円


	
	土曜日、日曜日又は休日
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	リハーサル室
	
	
	
	
	
	
	
	
	


b　控室
	単位
	金額

	1室につき
	円


c　国際会議ホール、大会議室、中会議室、小会議室、会議運営事務室、会議運営事務室ロビー及び展示室
	区分
	金額
	超過金額
(30分までごとに)

	
	午前
(午前9時から正午まで)
	午後
(午後1時から午後5時まで)
	夜間
(午後6時から午後9時まで)
	1日
(午前9時から午後9時まで)
	午前8時から午前9時までの時間
	正午から午後1時までの時間
	その他の時間

	国際会議ホール
	円

	円

	円

	円

	円

	円

	円


	大会議室
	
	
	
	
	
	
	

	中会議室
	
	
	
	
	
	
	

	小会議室
	
	
	
	
	
	
	

	会議運営事務室
	
	
	
	
	
	
	

	会議運営事務室ロビー
	
	
	
	
	
	
	

	展示室
	
	
	
	
	
	
	



(ｲ)　附属設備
	区分
	品名
	単位
	金額
	摘要

	舞台設備
	平台
	縦　1.8メートル
横　1.8メートル
	1個につき
	円
	　

	
	
	縦　1.5メートル
横　1.8メートル
	1個につき
	円
	　

	
	
	縦　1.2メートル
横　1.8メートル
	1個につき
	円
	　

	
	
	縦　0.9メートル
横　1.8メートル
	1個につき
	円
	　

	
	
	縦　0.6メートル
横　1.8メートル
	1個につき
	円
	　

	
	ひ毛せん
	1枚につき
	円
	

	
	高座用座布団
	1枚につき
	円
	　

	
	長座布団
	1枚につき
	円
	　

	
	地がすり
	1式につき
	円
	2枚を1式とする。

	
	上敷
	1枚につき
	円
	　

	
	金びょうぶ
	大
	半双につき
	円
	　

	
	
	中
	半双につき
	円
	　

	
	
	小
	半双につき
	円
	　

	
	指揮者台
	1式につき
	円
	指揮者用譜面台1脚を含む。

	
	譜面台
	1脚につき
	円
	　

	
	譜面灯
	1台につき
	円
	　

	
	めくり台
	1脚につき
	円
	　

	
	舞台机
	1脚につき
	円
	　

	
	ピアノ用椅子
	1脚につき
	円
	　

	
	コントラバス用椅子
	1脚につき
	円
	　

	
	演奏者用椅子
	1脚につき
	円
	　

	
	チェロ台
	1台につき
	円
	

	
	バレエ用シート
	1式につき
	円
	15枚を1式とする。

	
	可動式ステージ
	1枚につき
	円
	　

	
	ドライアイスマシン
	1台につき
	円
	ドライアイスを除く。

	楽器
	フルコンサートピアノ
	外国製
	1台につき
	円
	調律料は、使用者の負担とする。

	
	
	日本製
	1台につき
	円
	

	
	セミコンサートピアノ
	1台につき
	円
	

	
	アップライトピアノ
	1台につき
	円
	

	
	チェンバロ
	1台につき
	円
	

	
	パイプオルガン
	1台につき
	円
	　

	
	電子オルガン
	1台につき
	円
	　

	照明設備
	照明Aセット
〔サスペンションライト　40台
シーリングライト　24台
フロントライト　24台
ロアーホリゾントライト　1式
アッパーホリゾントライト　1式〕
	1式につき
	円
	　

	
	照明Bセット
〔サスペンションライト　20台
シーリングライト　12台
フロントライト　16台〕
	1式につき
	円
	　

	
	ロアーホリゾントライト
	1式につき
	円
	　

	
	アッパーホリゾントライト
	1式につき
	円
	　

	
	シーリングライト
	1式につき
	円
	　

	
	フォロースポットライト
	2キロワットまで
	1台につき
	円
	　

	
	
	1キロワットまで
	1台につき
	円
	　

	
	サスペンションライト
	1キロワット
	1台につき
	円
	　

	
	
	750ワット
	1台につき
	円
	　

	
	
	500ワット
	1台につき
	円
	　

	
	エリプソイダルスポットライト
	1台につき
	円
	　

	
	オーロラマシン
	1台につき
	円
	　

	
	ファイヤーエフェクトマシン
	1台につき
	円
	　

	
	カレイドスコープ
	1台につき
	円
	プロジェクタースポット及び先玉レンズを含む。

	
	芯なしダブルマシン
	1台につき
	円
	

	
	エフェクトマシン
	1台につき
	円
	

	
	リニヤエフェクトマシン
	1台につき
	円
	

	
	リップルマシン
	1台につき
	円
	

	
	スライドキャリア
	1台につき
	円
	

	
	ストロボスコープ
	1台につき
	円
	　

	
	ミラーボール
	1台につき
	円
	　

	
	ストリップライト
	1台につき
	円
	　

	
	手元灯
	1個につき
	円
	　

	
	レールライト
	1台につき
	円
	　

	音響設備
	拡声装置
	1式につき
	円
	　

	
	ダイナミックマイク
	1本につき
	円
	　

	
	コンデンサーマイク
	1本につき
	円
	　

	
	3点つり用マイク
	1本につき
	円
	　

	
	ワイヤレスマイク
	1本につき
	円
	電池を含む。

	
	床上型マイクスタンド
	1本につき
	円
	　

	
	卓上型マイクスタンド
	1本につき
	円
	　

	
	3点つり装置
	1式につき
	円
	マイクを除く。

	
	1点つり装置
	1式につき
	円
	マイクを除く。

	
	効果アンプ
	1台につき
	円
	　

	
	ステージスピーカー
	大
	1式につき
	円
	　

	
	
	小
	1式につき
	円
	　

	
	ミキサー
	1台につき
	円
	可搬型のものをいう。

	
	コンポーネントステレオ
	1台につき
	円
	　

	
	ワイヤレスアンプ
	1台につき
	円
	　

	
	オープンテープレコーダー
	1台につき
	円
	　

	
	カセットテープレコーダー
	1台につき
	円
	　

	
	デジタルオーディオテープレコーダー
	1台につき
	円
	　

	
	ミニディスクレコーダー
	1台につき
	円
	　

	
	ラジオカセットレコーダー
	1台につき
	円
	　

	
	コンパクトディスクプレーヤー
	1台につき
	円
	　

	
	レコードプレーヤー
	1台につき
	円
	　

	同時通訳設備
	同時通訳装置(据付型)
	3チャンネル以下のもの
	1式につき
	円
	　

	
	
	3チャンネルを超えるもの
	1チャンネルにつき
	円に3チャンネルを超える1チャンネルまでごとに　　円を加算して得た額
	　

	
	同時通訳装置(可搬型)
	1式につき
	円
	　

	
	同時通訳ブース(可搬型)
	1台につき
	円
	　

	
	レシーバー
	1個につき
	円
	電池を含む。

	映像設備
	オーバーヘッドプロジェクター
	1200ワット
	1台につき
	円
	　

	
	
	575ワット
	1台につき
	円
	　

	
	
	400ワット
	1台につき
	円
	　

	
	35ミリ映写機
	1台につき
	円
	　

	
	16ミリ映写機
	据付型
	1台につき
	円
	　

	
	
	可搬型
	1台につき
	円
	　

	
	スライド映写機
	据付型
	1台につき
	円
	　

	
	
	可搬型
	1台につき
	円
	　

	
	ディゾルブコントローラー
	1台につき
	円
	　

	
	ハイビジョンビデオプロジェクター
	1台につき
	円
	　

	
	ビデオプロジェクター
	1台につき
	円
	　

	
	ビデオデッキ
	1台につき
	円
	　

	
	ビデオモニター
	1台につき
	円
	　

	
	レーザーポインター
	1個につき
	円
	　

	
	オーバーヘッドカメラ
	1台につき
	円
	　

	
	スクリーン
	大
	1枚につき
	円
	　

	
	
	中
	1枚につき
	円
	　

	
	
	小
	1枚につき
	円
	　

	その他
	演台
	1式につき
	円
	花台を含む。

	
	司会者台
	1台につき
	円
	　

	
	ホワイトボード
	1台につき
	円
	　

	
	万国旗
	1枚につき
	円
	　

	
	万国旗用ポール
	1本につき
	円
	　

	
	ロッカー
	1個につき
	円
	楽屋に設置されたものを除く。

	
	テレビ中継設備
	1式につき
	円
	　

	
	ラジオ中継設備
	1式につき
	円
	　

	
	電源装置
	1キロワットまでごとに
	円
	持込電気器具の定格消費電力につき算定する。




ウ　イ以外の利用者サービスを向上するための利用料金に係る提案があれば記入してください（例：割引制度の導入など）。





エ　利用料金を返還する場合の基準及び方策を記入してください（別紙でも可）。






	３　事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力、人的能力を有していると認められること。

	⑴　団体の経営基盤（効率的な運営への取組、考え方及び理念等）について記入してください。





⑵　団体の実績（類似施設の管理実績：名称、施設の規模、管理年数、業務内容等）について記入してください。





⑶　管理体制について
ア　人員体制、人員配置、人材育成体制等について記入してください（必要な専門職員・資格者の確保見込、人員体制(ローテーションやバックアップ体制)、職務分担及び職務内容、雇用関係、連絡網及び職員教育の具体的方法等。）。





イ　責任体制、再委託する業務（業務内容、再委託する理由、再委託先の選定方法等）の範囲について記入してください。　





⑷　緊急時の対応（火災、風水害など）及び安全対策（防犯、防災、衛生対策など）について記入してください。





⑸　個人情報の適正な管理体制（組織体制の整備、職員教育、電子データで取り扱う場合は電子媒体等の盗難防止策やクラウドサービスの利用状況、外部からの不正アクセス等の防止に関する情報セキュリティ対策等）について記入してください。





⑹　利用者及び近隣住民からの苦情を想定した上で、その具体的対策を示してください。





⑺　国際会議の開催や海外要人の受入れに際し、各国政府等からの要請に対して、どのような対応を図っていくかその具体策を示してください。










